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絹布の過酸化水素（H2O2）に依る漂白

山崎甞録（譯）

　　　（鯉嶽紛　本丈は英國月潤稔｛‘sill｛　r｝ournt、1＆］lay⑪TX　World”1941年5月貌所職の謝講ワをある。

　　　爾表題の下に「各頼綱製品影ζ依りその露珊を異にする」と爾ふ見田しが附力1匿れてゐる。

　　　　絹布を最良の條佛で瀕白する要舗は遡酸化水素の濃慶、アルカリ1殴、湘度及び腱理特ll瑚を巌

　　　密に調整するこsSである。潔白を無藩の桶で行ふS作業が正確に行ふこξカマ出來る。過酸化水

　　　索の濃度は過マンガン酸加里に依つて測建せられ、そ0）溶液はアム患ニア、叉1凝1ミ酸擁或はこ

　　　の爾者を附ゐてスルカリ性Sなす事が働來る。絹伍の揚含もさうであるが1古い溝液を以てす

　　　るε活性度が失はれ、從つて蹉酸ナトリウムの如嚢安定測の添加を必要＄する。此無酸乎トリ

　　　ウムはVグネシウム魎を含む硬水ミ作用して安矩化禽物の難酸㌣グネシウムを｛乍る。軟水1こ勘　哩

　　　しては軟水の禽む戴を無活姓にする矯に、M叙0筑）？、燐酸盤、焦燐酸購（pyrQpliQsl，hg士e）が用

　　　ゐられる。妙澱のシ夘ヘキサン（eye1・liexane）Uはテ＞yヒド叶フタリン（t・t仙鋤・・

　　　・・phth・1鯛の何れを恥τもよい・　　，’　　・　・民　31；1，
　　　　過酸化物の溶液は鐵及び銅にEIF常に敏慧であるか鮎耀備コ：程の際に灘白用の綱布を魁等の

　　　金圏S接鯛せしめないやうに油意しなければならぬ。女螺蟹加熱盗よりも灘蝋加熱硲を園ゐt

　　涛がよい・賭姻ふる欄が撫じ聯く・安耀撚嘆妨齢る鋼㌧凄辮蜘も筋
　　　るo’　　1　　，一　 、　　　　　・　　　　　　Itt　．　　、　　　　　　　　　　　　！　’‘「

　　　齢灘藤齢地齢・棚蹴に於て㈱し識嗣噸で扇・浦し禰鱗鯵
　　　　、磯撚嚇の｛蠣砺姻ゐ・臆し鯵職吻こはその融砺を用髄R
　　　＠拶溺燐癒關き・融蝶癬購噸聯．・〃・が騨鯛蜘繍恥

t糠鱗魏諜調瀧篶舅鷺離繍繍灘犠鴛維羅難響
講灘騨鱗難懲駿麟繊騨働鵡に齢鱒轡識Q鋤灘磁ずる砺である％・「

　臨しで嚇繊後灌麟瞭璽力羅難騨瀬警鶴敵な鯨嬬麟鱒蝋最療ゐざ絹織物の禰燈が茶揃磁

　れは引いで』齢簸麟雌弱鶏や）1鯵蜘い鱗が‘醐した爲マある。特に優奨な嫡色を

　1簗む揚禽興味莚ち，る方灘きは過醸｛1≠蒸妻紫1霧1癬窮1・麹蘂酸イ隻1醸黄に俵る雌（sto驚Sug　ProceSS）、．を顯㌔る

難壌轄贈騒。纈牌過酸｛眺鵜耀後よく濯いでから・30分縣賑鹸1継版1蝋

勲熾轡晶鰯～既醐合眺の騨《れ・颯講の鰍濯がないで齢鱗購襯
，後温熱蜜に昂すQこの揚会一晩中かけておくi方がよい。郵1成績を観る爲には瓶鹸で灘つた歌態

「離難蹴確かに必要な麗怒ある・獅この材料矧出し毯釧こ濯いでか臆融る仕
　懐研糊聴党翻をつ甑講ぴ水洗し遽心分離機にかけ後乾燥する。最後1：　alijari．ne　blueの稀繹

申欄灘醜し鷲餌程を終る・、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　煽懸趨聯離　　第十箪欝　策竃蘇　　1ヲ4黛　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・
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’　　　　　　　　　　不噛量絹織物（unweightea　silks）

　取扱ばれる製品の種類に依りて方法を異にする。之を分類すれば訳の如くなる。

（の埠殊勤騒δ゜期下蝋1調昏ば鞭灘⑳逢曝ili（c・ape　g・。・g・畑や・ラ・
　　三蚤鍵麺趣〔cr♂pe　de　elisi　’e）の如きもia）。　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　，

　（b）　璽虹クレープ旦園旗（maroca加）の知き叢い製晶。　I　　　f

　（G）　塘量前に漂白を要する鍵化しない綱物e

　（d）　紡績昂同。　　　　　　　　　　、　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　以上に就き方法を各記すれば欽の如くで謎，る。　　：　　　“　　l　　　　　　　　　　l

　（の搬70～75℃・漁膿素蹄瑠駒2．5瓦、ア・一・…　rでア・・力奨・齢し；1立に付

　　き凡そ0．8瓦位、1立に付勲蛙酸1．ir｝’bti附力ilする。5～6蒔間作用せしめ、最初の2隠間劃乍

　　業の終り頃に棒で蝿絆する。凡そ40℃でよく瀬剖、訳に冷即する。瞥し湘嚢1けるならば30

　　分間80～90℃の眉鹸浴で慮理し、逮心分離し室内に霧閉する。

　（b）最も鼠いものなら温慶70°C・或は80°C摯酸素勲は立當の1・6～．o．r）瓦、アルヵリ性は珪

　1‘酸曹建を用ゐ立當り0・6～0・8瓦、慮理隣間5勝間o漁熱法は不町o

　（の　こLで韮なる淀意事項は漂白後織物が充分に酸殴になつてゐるかを調ぺるこt一である。、

　　從つて増量滑に灘つても爾酸性であるやうにする。活性酸購立當り2蹴を用ゆる。アルヵ〃

　　　　　　　　　　　　　　　め　噛に1継酸でなくア舐岬を立當り9・6瓦を用ゆる〈之は酸性槻潜嶋である）。この製

　　晶は温熱渕能である・　　＾　　　　㌔lr　　　、∵r㌦L。
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　　（・）筋は鋼の不囎緻・囎康方潔醜す・．飢囎上麟轍舞醗婆る

畿麗講ζ羅馨姦羅誘毒鑛難攣誘畿温騨騨鱒辮騨魚
　講欄惣騨いては繭い溶灘再礫用前購に滴定しなければな彦欝叢灘酸織融8

燕騨羅磐欝欝1縮聯轡騨瞳｝汐
　鵡賑・罰茨繍（Sh鍛tu㎎）．麟搬制恥醐　　　　　　v
　　灘繊立賞罎0・3蝋の炭酸ナF，リウムの溶液饗露理し、淵慶60°C1時閥ミ｝し、訳に石鹸液（眉

灘鵡樋螺淋リウ・・。軸・わ。幽航の割）にて塒間翻βし乍粥練する畝臨

漁齢編塾羅識働瀦酸素量3醜髄澱イ撚素瞬灘．蟷りα8励珪酸　・
、羅璽7ル勇り牲iS塵す6嵐理噂間6博間。もっS白くするならば之を反復すればよい。

　　畷uss議網鰹S臨n蜘囎絹薮騰も漂白が織かに困難である。旗當り3～4瓦の活性酸素簸を用

義麟騨脚微轍酸ew（hydit・・ul鹸輔澱に立っ蕊がある．漂鹸作娠復凝
　蒋ふこs懸催々継移で必要欝ある、。（泓上＞f．　℃　tt　　　　　　　漕　　　　　　　　・　　　　掬

　　1瀦　tt　　・II．It　’”羅！’1”‘　t／t　　　　　・　　　　”、　m”　　　　　　　，　　　　、
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